
手をつなぐ・うちな～ 毎月１日発行 第１９５号 ２０２１年２月１日 平成２１年１２月９日第３種郵便物承認（１）

手
を
つ
な
ぐ･

う
ち
な
～

発 行 所
沖縄県手をつなぐ育成会
那覇市首里石嶺町4-373-1

沖縄県総合福祉センター内

TEL 098 - 882 -5727
FAX 098 - 882 -5720
E-mail:oki-iku@woody

.ocn.ne.jp

HP：http://www.oki-iku

.com/
発行人 理事長 田 中 寛

定価 ５０円（会費に含む)

♪

県
育
成
会
の
Ｈ
Ｐ
に
も
カ
ラ
ー
で
掲
載
中

♪

【
目
次
】

Ｐ
１

寄
付
金
贈
呈
式
・
研
修
会
に
つ
い
て
ご
報
告

Ｐ
２

私
の
声
を
届
け
ま
す

Ｐ
３

第
54
回
研
究
大
会
の
ご
案
内
・
理
事
通
信

Ｐ
４

県
育
成
会
予
定
・
ゆ
ん
た
く
広
場
・
他

年

頭

の

１

月

14

日

（

木

）

、

北

谷

町

に

あ

る

一

般

社

団

法

人

沖

縄

県

軍

用

地

等

地

主

会

連

合

会

様

の

事

務

所

に

活

動

資

金

と

し

て

頂

戴

し

た

寄

付

金

の

お

礼

に

伺

い

ま

し

た

。

コ

ロ

ナ

禍

と

い

う

こ

と

で

、

マ

ス

ク

着

用

に

て

、

互

い

に

距

離

を

保

っ

た

状

況

で

の

会

話

の

為

に

、

当

方

の

感

謝

の

思

い

を

十

分

に

伝

え

ら

れ

た

の

か

は

少

々

不

安

で

す

が

、

厳

し

い

運

営

状

況

の

中

、

誠

に

感

謝

致

し

て

お

り

ま

す

。

「

『

軍

用

地

等

地

主

の

全

て

が

、

裕

福

な

生

活

を

し

て

い

る

』

と

思

わ

れ

が

ち

だ

が

、

自

分

～ 一般社団法人沖縄県軍用地等地主会連合会様より
寄付金を頂きました ～

写
真
右
：
県
育
成
会

田
中
理
事
長

写
真
左
：
土
地
連

又
吉
信
一
会
長

の
土
地
を
提
供
せ

ざ
る
を
得
な
い
環

境
の
中
に
お
い
て
、

生
活
苦
に
あ
え
い

で
い
る
地
主
が
多

い
」
と
の
お
話
を

又
吉
会
長
よ
り
伺

い
、
そ
の
中
か
ら

頂
戴
し
た
ご
寄
付

の
重
さ
に
、
改
め

て
感
謝
の
言
葉
も

な
く
、
有
意
義
な

活
用
を
心
が
け
て

ま
い
り
ま
す
。

文
面
に
て
、
改

め
て
感
謝
を
申
し

上
げ
ま
す
。

１
月
20
日
（
水
）
沖
縄
市
手
を
つ

な
ぐ
育
成
会
主
催
の
「
障
害
者
虐
待

防
止
・
権
利
擁
護
訪
問
研
修
」
に
講

師
と
し
て
お
招
き
頂
き
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
す
が
、
熱
心
な

会
員
の
皆
様
に
お
集
ま
り
頂
き
、
無

事
に
研
修
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

大
き
な
会
場
で
の
研
修
に
不
安
な

方
や
団
体
様
よ
り
、
訪
問
研
修
希
望

の
ご
依
頼
を
多
く
頂
い
て
お
り
ま
す
。

訪
問
研
修
を
ご
希
望
の
方
は
、
県

育
成
会
（
電
話
：
８
８
２-

５
７
２

７
）
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。(

田
中
）研 修 会 場 の 様 子 ☆

障害者虐待防止・権利擁護訪問研修の報告(沖縄市手をつなぐ育成会)
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た
。
黒
帯
ま
で
取
得
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
屋
比
久
流
八
重
山
拳
法
に
入
門

し
て
か
ら
23
年
目
に
入
り
、
今
は
月
・
水
・

金
曜
日
に
道
場
に
通
っ
て
い
ま
す
。

仕
事
場
の
熱
い
蒸
気
の
中
で
、
汗
水
を
流

し
な
が
ら
道
場
で
培
っ
た
忍
耐
力
を
、
会
社

で
も
活
か
し
て
い
ま
す
。

空
手
を
通
し
て
大
勢
の
仲
間
も
出
来
て
き

ま
し
た
。
今
、
道
場
で
６
段
の
指
導
免
許
を

持
っ
て
指
導
し
て
い
ま
す
。
今
年
は
７
段
に

挑
戦
す
る
予
定
で
し
た
が
、
ぎ
っ
く
り
腰
に

な
り
あ
き
ら
め
ま
し
た
。

来
年
は
お
金
を
い
っ
ぱ
い
た
め
、
７
段
に

挑
戦
し
て
師
範
の
免
許
を
取
得
し
、
知
的
障

が
い
者
、
身
体
障
が
い
者
に
も
優
し
い
空
手

を
教
え
た
い
の
が
夢
で
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
早
く
い
い
女
性

を
探
し
て
結
婚
し
て
、
両
親
に
子
ど
も
を
見

せ
、
田
島
家
を
継
ぎ
た
い
で
す
。

～ 知的な障がいのある人と共に ～

私 の 声 を 届 け ま す

僕

は

、

平

成

５

年

３

月

24

日

に

八

重

山

養

護

学

校

を

卒

業

し

て

、

４

月

１

日

に

「

重

度

障

害

者

雇

用

認

定

工

場

太

洋

リ

ネ

ン

サ

プ

ラ

イ

株

式

会

社

」

へ

就

職

し

て

、

26

年

が

経

ち

ま

し

た

。

仕

事

は

、

ホ

テ

ル

か

ら

回

収

さ

れ

た

シ

ー

ツ

、

ピ

ロ

ー

ケ

ー

ス

、

ベ

ッ

ド

パ

ッ

ド

、

タ

オ

ル

の

洗

濯

・

乾

燥

で

す

。

全

て

が

機

械

化

さ

れ

た

動

く

コ

ン

ベ

ア

を

相

手

に

し

て

い

る

の

で
、

常

に

集

中

し

て

取

り

組

ま

な

い

と

、

大

き

な

怪

我

を

す

る

事

も

あ

り

ま

す
。

夏

は

と

て

も

暑

く

、

冬

は

と

て

も

寒

い

で

す

。

そ

し

て

、

休

憩

・

昼

食

以

外

は

立

ち

通

し

の

仕

事

で

、

観

光

シ

ー

ズ

ン

中

は

特

に

忙

し

く

、

終

業

時

刻

が

遅

く

な

り

、

両

親

も

心

配

す

る

ほ

ど

で

す

。

会

社

に

就

職

し

た

ば

か

り

の

頃

は

、

動

作

も

遅

く

て

注

意

さ

れ

と

て

も

つ

ら

か

っ

た

し

、

僕

の

ミ

ス

で

鉄

板

を

足

に

落

と

し

て

怪

我

を

し

た

り

と

、

苦

し

い

時

も

あ

り

ま

し

た

が

、

今

で

は

自

分

に

与

え

ら

れ

た

仕

事

を

最

後

ま

で

や

り

通

す
事
が
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

今

年

の

３

月

に

は

会

社

か

ら

、

20

年

以

上

の

頑

張

り

を

讃

え

ら

れ

表

彰

し

て

頂

き

ま

し

た

。

賞

状

を

貰

っ

た

時

は

、

と

て

も

嬉

し

く

て

た

ま

り

ま

せ

ん

で

し

た

。

こ

の

賞

状

を

家

に

持

ち

帰

り

、

父

・

母

に

賞

状

を

見

せ

た

ら

、

両

親

も

大

変

喜

ん

で

く

れ

ま

し

た

。

仕

事

以

外

に

は

、

マ

ラ

ソ

ン

と

空

手

を

頑

張

っ

て

い

ま

す

。

小
さ
い
頃
は
と
て
も
体
が
弱
く
て
、

ぜ

ん

そ

く

で

入

院

す

る

事

も

度

々

あ

り
、
両
親
も
大
変
苦
労
を
し
ま
し
た
。

医

者

に

勧

め

ら

れ

て

、

水

泳

を

習

い

、

中

学

に

入

っ

て

か

ら

マ

ラ

ソ

ン

を

す

る

よ

う

に

な

り

ま

し

た

。

高

校

の

時

に

後

輩

に

誘

わ

れ

て

本

格

的

に

ト

レ

ー

ニ

ン

グ

を

開

始

し

、

石

垣

マ

ラ

ソ

ン

、

や

ま

ね

こ

マ

ラ

ソ

ン

、

そ

の

他

各

地

の

マ

ラ

ソ

ン

に

も

出

場

し

て

い

ま

す

。

空

手

は

中

学

２

年

の

夏

に

、

上

地

流

新

崎

道

場

に

入

門

し

、

８

年

間

修

業

し

ま

し

※
こ
の
原
稿
は
昨
年
の
２
月
に
行
わ
れ
た
「
第
53
回
沖

縄
県
知
的
障
が
い
者
教
育
・
福
祉
・
就
労
研
究
大
会
」

で
発
表
さ
れ
た
も
の
で
す
。
素
晴
ら
し
い
発
表
で
し

た
の
で
、
当
広
報
誌
で
も
ご
紹
介
致
し
ま
す
。

～
私
の
生
活
と
将
来
の
夢
～

八
重
山
地
区
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会

田
島

朝
名
義

た
じ
ま

あ

さ

な

ぎ
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～ 知的な障がいのある人と共に ～

理

事

通

信

ー

コ
ロ
ナ
禍
の
状
況

ー

理
事

下
地

一
郎

新
年
明
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

今
年
度
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
影
響
で
、
沖
縄
県

手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
の
色
々
な
行
事
が
中
止

と
な
り
と
て
も
残
念
で
す
。

各
施
設
等
で
も
同
じ
よ
う
な
状
況
だ
っ
た

か
と
思
い
ま
す
。

総
会
以
降
、
私
の
参
加
す
る
家
族
会
も
行

事
が
行
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

た
だ
、
こ
の
よ
う
な
時
期
だ
か
ら
こ
そ
、

家
族
会
と
施
設
が
協
力
し
て
、
利
用
者
の
健

康
と
幸
せ
の
為
に
（
ス
ト
レ
ス
緩
和
な
ど
）

何
が
出
来
る
か
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
施
設
職
員
が
利
用
者
の
為
に
一
生

懸
命
頑
張
っ
て
い
る
こ
と
を
特
に
感
じ
ま
す
。

家
族
会
と
し
て
は
『
感
謝
』
と
い
う
言
葉

し
か
見
つ
か
り
ま
せ
ん
。

一
日
も
早
く
こ
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
を
克
服
し
、
利
用
者
と
家
族
が
自
由

に
語
り
合
え
る
日
が
来
る
事

を
祈
っ
て
お
り
ま
す
。

標記大会が、２月２０日（土）沖縄県総合福祉センターゆいホールにて行われます。防災に関

する行政説明や基調報告・シンポジウム等が行われます。是非この機会にご参加下さい！！

【申込み先】（公社）沖縄県手をつなぐ育成会（ＨＰにも情報掲載中♪）
●那覇市首里石嶺町４-３７３-１(県総合福祉センター内)

ＴＥＬ：０９８-８８２-５７２７ ＦＡＸ：０９８-８８２-５７２０ ●E-mail : oki-iku@woody.ocn.ne.jp

●申込み締切：２月１日（月）事前申込みの方には参加券を郵送（締切日を過ぎる際は要相談！）当日受付も可。

●参加費用：１人２，５００円（障がい者本人・大学・専門学生１，０００円）（弁当無し・資料代込）

12:20～13:00 受付

13:00～13:15 あいさつ・感謝及び表彰

13:15～13:45 行政説明 「那覇市の避難行動要支援者についての取り組み」

（那覇市福祉部福祉政策課）

13:45～14:15 基調報告「コロナ禍の障がい者虐待について｣

（沖縄県手をつなぐ育成会 理事長 田中 寛）

14:15～14:35 本人の意見発表「テーマ：わたしの生活と将来の夢」

① 就労継続支援Ｂ型事業所ナカヤ 新垣 勝弘

② 豊見城市さんごの会 安冨祖 里美

14:45～15:45 ●シンポジウム「親亡き後、地域で安心して暮らせるためには？

～教育と福祉と就労、そしてきょうだいとの関わり～」

♪１：「就学期～就労に向けて」美咲特別支援学校はなさき分校高等部教諭 西田敦子氏

♪２：「後見人制度について～きょうだいと後見人の関係～」社会福祉士 宮田英治氏

●本人の会「仲間との語り場～仲間と一緒に色々な思いを語り合おう～

ＤＶＤ鑑賞・鑑賞後の意見交換会

15：45～15：50 閉会のあいさつ

～第５４回沖縄県知的障がい者教育・福祉・
就労研究大会のご案内(2月20日(土))～
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～ 知的な障がいのある人と共に ～

機
関
誌
「
手
を
つ
な
ぐ
」
は
、

中
央
情
勢
・
各
地
育
成
会
の
活
動
、
ま
た

特
集
コ
ー
ナ
ー
で
、
教
育
・
福
祉
・
就
労
・

医
療
等
の
最
新
の
情
報
が
わ
か
り
や
す
く

掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

お
申
込
み
ご
希
望
の
方
は
、

県
育
成
会
ま
で
一
度
ご
連
絡
下
さ
い
。

＊
年
間
購
読
料

３
，
９
０
０
円

配布募集

国
内
外
の
み
で
な
く
、
沖
縄
県
に

お
け
る
３
度
目
の
緊
急
事
態
宣
言
を

受
け
、
多
種
の
事
業
者
が
厳
し
い
運

営
に
悲
鳴
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

資
金
的
な
苦
悩
を
抱
え
て
、
歴
史

あ
る
店
が
廃
業
に
追
い
込
ま
れ
た
店

主
の
思
い
や
、
宣
言
下
の
中
で
も
事

業
の
運
営
継
続
を
求
め
ら
れ
て
い
る

医
療
従
事
者
や
介
護
等
の
現
場
で
の

悲
痛
な
思
い
は
、
ど
の
よ
う
に
し
た

ら
報
わ
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

昨
今
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
情
報
）
に
よ
る
と
、
心
無
い
地
域

住
民
か
ら
医
療
従
事
者
等
へ
の
非
難

め
い
た
抗
議
文
（
こ
の
町
か
ら
出
て

い
け
）
な
ど
も
表
面
化
さ
れ
、
風
評

被
害
の
恐
怖
も
侮
れ
ま
せ
ん
。

公
的
機
関
に
お
け
る
Ｐ
Ｃ
Ｒ
等
の

感
染
症
検
査
や
、
コ
ロ
ナ
感
染
予
防

ワ
ク
チ
ン
を
障
が
い
者
や
家
族
、
事

業
所
従
事
者
へ
の
無
償
提
供
や
優
先

接
種
な
ど
を
願
う
の
は
、
子
を
持
つ

親
と
し
て
誰
し
も
同
じ
思
い
だ
と
思

い
ま
す
。

し
か
し
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
受
け

る
環
境
が
で
き
た
と
し
て
も
、
「
ワ

ク
チ
ン
接
種
を
受
け
て
い
な
い
者
」

に
対
す
る
非
難
や
差
別
も
起
こ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

他
人
を
受
け
入
れ
る
温
か
い
「
想

い
」
が
持
て
る
社
会
が
来
る
こ
と
を

切
に
願
い
ま
す
。

【厚労省】障害福祉サービス・事業所職員

のための感染対策マニュアルを公表

厚生労働省は、12月25日に事務連絡を発

出し、「障害福祉サービス・事業所職員の

ための感染対策マニュアル」を公表しまし

た。

新型コロナウイルス感染症拡大を踏まえ

て組まれた令和2年度補正予算では、障害

福祉分野における効果的な感染防止等の取

組支援事業として、障害福祉サービスの現

場における感染対策に関するマニュアルの

作成が掲げられています。このたび公表さ

れたマニュアルには、入所系、通所系、訪

問系の各サービス別に、施設・事業所職員

に必要な感染症の知識や対応方法等が示さ

れています。

詳細につきましては。下記厚労省ホーム

ページをご確認ください。

【厚労省HP】

https://www.mhlw.go.jp/stf/

newpage_15758.html

☆
１
月
14
日
（
木
）
北
谷
町

寄
附
金
お
礼
の
ご
挨
拶

☆
１
月
20
日
（
水
）
沖
縄
市
育
成
会

虐
待
防
止
・
権
利
擁
護
訪
問
研
修

☆
２
月
１
日
（
月
）
県
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

県
育
成
会
第
４
回
三
役
会
議

☆
２
月
20
日
（
土
）
県
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

第
54
回
沖
縄
県
知
的
障
が
い
者
教
育
・

福
祉
・
就
労
研
究
大
会

☆
２
月
27
日
（
土
）
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催

全
国
育
成
会
事
業
所
協
議
会
全
国
大
会

県
育
成
会
行
事
予
定
２
月
・
３
月

県
育
成
会
行
事
報
告
１
月

令
和
２
年
度
寄
付
者

～
敬
称
略
～

団
体

会
長

又
吉

信
一
（
10
万
円
）

(

一
社)

沖
縄
県
軍
用
地
等
地
主
会
連
合
会

編
集
者

理
事
長:

田
中

寛

事
務
局:

髙
原

奈
々
・
東
江

早
苗


